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1959 ～ 62年の大躍進期には年間の漁獲高が2.15万㌧に達し，その後も年間5,000 ～ 7,000㌧を捕獲し
たため，漁業資源が急減して現在では絶滅に瀕している57）。チベット族には水葬の伝統があり，それ
が魚肉を食うことをタブー視する慣習を生んできたと見ることもできるが58），多数の漢民族の進出に
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44）『青蔵高原生態変遷』163 ～ 166頁。むろん法的規制も加えられており，2006年2月8日には「西蔵自治区冬虫
夏草採集管理暫行辦法」が出され，冬虫夏草の採集に対する監督管理を強化したのはその一例である（『区域生
態環境』19頁）。
45）『青蔵高原生態変遷』160頁。
46） 同前書，147頁。薪のエネルギー効率は15％程度で，資源の浪費であるとの指摘もある（『区域生態環境』179頁）。
47）『区域生態環境』159頁。
48）『青蔵高原生態変遷』70頁。
49）張登山・高尚玉・石蒙沂・哈新・厳平・魯瑞潔著『青海高原土地沙漠化及其防治』（科学出版社，2009年）132頁。
50）『区域生態環境』113頁。
51）『青蔵高原草原牧区』148頁。
52）『青蔵高原生態変遷』160頁。
53）1994年1月，中共治多県委書記の杰桑・索南達杰は，可可西里での取締中に侵入者に殺された（青海省地方志
編纂委員会『青海省志・環境保護志』黄山書社，2000年，32頁）。これより先の1988年11月，孟達自然保護管理
局の技術員の謝炳忠も林木を盗伐した侵入者を取り締まろうとして殺されている（同前書，43頁）。なお青海省
の可可西里や西蔵自治区の羌塘地区などでの珍稀な生物物種の80 ～ 90％が被害に遭い，とくに蔵羚羊の数は急
減している（『青蔵高原生態変遷』89頁，93頁）。
54）前掲『青海高原土地沙漠化及其防治』113頁。唐代の748年に建てられた青海湖の海心山の遺跡から推算する
と，当時の水位は3,247mで，湖水面積は現在より広かった（『青蔵高原生態変遷』62頁）。
55）『青蔵高原生態変遷』94頁。
56）馬生林「青海湖区生態環境保護研究」『鄱陽湖学刊』2010－4（中国人民大学書報資料中心『生態環境与保護』
2012年第12期所収，以下書名のみ示す）。
57）『青蔵高原生態変遷』89頁。
58）『区域生態環境』205頁。
59）同前書，136頁。塩素系の農薬も黄河本流の水質の脅威となっている（同書，30頁）。
60）『青蔵高原生態変遷』276頁。西寧市街より上流にある西寧鋼廠の廃水によって西寧市水道局が取水中止に追
い込まれたこともあった（前掲『青海省志・環境保護志』147頁）。
61）『青蔵高原生態変遷』153頁。
62）同前書，99頁。
63）『江河源区沙漠化』108頁。
64）同前書，331頁。
65）『生態経済示範区』92頁。
66）同前書，1頁。なおこの地域は，岷江など長江の上流域も含んでいる。
67）同前書，5頁。
68）同前書，97頁。なお甘南蔵族自治州全体では，超載率は94.6％となっている。
69）同前書，48 ～ 49頁。鼠害は青海省東部の玉樹州でも顕著で，利用可能な草地面積の29％に及び，失われた牧
草は，286万頭の羊の1年分の飼料に相当する（庄国泰・呉国増主編『青海玉樹地震災区生態環境影響評估』中
国環境科学出版社，2011年，10頁）。
70）『生態経済示範区』52頁。
71）同前書，57頁。重度の退化草地では，播種と施肥という補助手段も使うという前提で考えている。
72）欧陽峰・王磊主編『瑪曲湿地保護管理』（甘粛人民出版社，2009年）33頁。
73）同前書，71頁。
74）同前書，74頁。
75）同前書，84頁。
76）同前書，137頁。
77）『区域生態環境』103頁。「画区輪牧」という区域を限って順次移動させて飼育する方法も導入されている（『生
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態経済示範区』68頁）。
78）『生態経済示範区』102頁。
79）同前書，158頁。
80）『区域生態環境』188頁。
81）『生態経済示範区』18頁。
82）同前書，103頁。
83）同前書，156頁。確かに牧民定住後の児童の入学率は向上しつつあるが，2002年段階で瑪曲では729㎢に1 ヵ
所小学校があるだけで，児童入学率は他地域より低かった（同書，150頁）。
84）同前書，182頁。
85）同前書，209頁。
86）呂志祥・劉嘉堯「西部生態補償制度欠失及重構」『商業研究』（哈爾浜）2009－11（『生態環境与保護』2010年
第4期所収）。例えば，退耕環林（草）の場合，食糧補償は1畝当たり黄河流域で食糧100㎏，長江流域で150㎏，
現金は1畝で20元などとなっており，最長で8年間であった（呉濤・彭道黎・謝晨・黄東・袁梅・彭偉「退耕環
林政策10年評価」『経済研究参考』2011－67，『生態環境与保護』2012年第4期所収）。
87）『生態経済示範区』181頁。
88）『区域生態環境』185頁。
89）同前書，209頁。より細かな対策のための環境NGOの協力の必要性もあげている。
90）同前書，216頁。
91）同前書，83頁，90頁。
92）『青蔵高原生態変遷』173頁，189頁。
　　　　　　　 　
